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＜連絡・協議事項＞

1． 人事考課表の提出について

· 事前に総務からの提出スケジュールが提示されているので、各病棟管理責任者は自分の中できちんと予定を組んで、期限内に提出できるように業務を進めるように自覚を持って行っていくようにして下さい。

· 各病棟未提出のスタッフが数名いますので、早急に確認をもらい提出するようにして下さい。

· またスタッフには印鑑を常時持ち歩くように指導をしていますが、職員としての自覚の乏しさが見られるスタッフもいるようなので、現場での指導を徹底するようにして下さい。

2． 賞与評価会議について

· 賞与評価会議の予定（6/22(水)～24(木)、コメント作成は6/27(月)から１週間程度で）が総務から提示されていますので、各自遅延の内容予定を立てて作業を進めるようにして下さい。

· また各病棟の異動スタッフの評価については、早急に行い各病棟間で連携をとって行っていくようにして下さい。なお現病棟スタッフの賞与評価を行いますが、他病棟からの異動スタッフについては、以前の勤務病棟の室長へ評価表を送り全病棟の評価期間内での評価を進めるようにして下さい。

→西病棟ならびに通所部門に関しては、5/25(水)頃までに各病棟に異動スタッフの評価表をメールで送りますので、評価お願います。

· また課長が今月末から来月の８日頃まで不在ですので、課長が出勤時に確認をできるように作業を進めていきます。

→5/31（火）及び6/7(火)の看護管理会議内で、課内のプレ評価を開催予定としますので、準備を進めてください。

· 課長への評価表の提出は6/9(月)9:00となっています。

3． 昇格試験の実施について

· 昇格試験が、5/31(火)～6/3(金)の予定で実施されます。詳細については、総務より後日連絡がありますが、実施要綱及び対象スタッフの掲示については、5/23(月)～5/25(水)の期間に庶務管理室前のされますので、対象スタッフへの指導をお願いします。

· 看護に関しての試験問題で追加分があると思いますので、各自問題の追加を行っていって下さい。

· 試験結果の採点及び合否に関しては、その間課長が不在となりますので、佐藤主任が代行を行っていきます。また評価会議への出席も、佐藤主任が出席をします。

· なお試験結果の評価・採点については、評価視点の確認のためにも、他の主任にも意見を求めていきますので、よろしくお願いします。

→予定として、昇格試験の評価確認を6/7(火)の看護管理会議の中で、採点結果を確認しながら行っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。各室長は、自分の部下にどのような役割を担ってもらいたいのか？またそれが現在の実力として可能なのかどうかをきちんと見極めておくようにして下さい。

4． 事故報告書の提出について

· 最近事故報告書の提出が非常にルーズになっています。報告書の作成は、即日作成で遅くとも翌日の提出が原則です。各室長は、その管理とスタッフ指導の徹底をしていって下さい。

5． 看護課マニュアルの作成と保管について

· マニュアルの作成保管の期限が今月の25日(水)となっています。遅れることのないように、各室長は管理とスタッフ指導を行ってください。また異動スタッフに対しては移動先の室長が声かけし、指導するようにして下さい。

6． コスト管理について

· 今回疥癬対策に要した費用が、150万円以上かかっていました。この費用は、各病棟での感染管理に対し意識の乏しさの代償であるとの認識を各自が持ち、今後の病棟管理に活かしていくようにして下さい。

· また病棟におけるコスト管理については、各室長の責務でもありますから、各部門における経済効率・経済評価も、事業計画の中に取り入れていく必要があります。

· またそのためにも具体的に、ベッドの稼働率を始めとして、それを反映した収支状況や光熱費関係などの資料の提示が、毎月各室長に報告があるようなシステムが必要であると考えています。

7． 外来の診察介助について

· 現在病棟からの外来診察介助は、毎週火曜日と谷藤副主任の休日の日に病棟からのヘルプを課長が勤務調整をしている状況です。それに追加して、月一回の木曜日に谷藤副主任が青山荘の定例会議に出席予定ですので、各病棟室長に外来診察介助のスタッフ依頼をしていきますので、協力・勤務調整をお願いします。

· なお5/19(木)の診察介助は、北病棟の市島さんに指示をしてあります。

8． リハビリテーションフログラムの企画・運営について

· 現在病棟で患者様に提供されているプログラムの企画・運営を、治療プログラム企画・運営委員会で、管理・運営を行う形になっていますが、そのシステムの理解ができていないスタッフが見受けられます。各病棟の委員からの説明も適宜行っていきますが、基本的にプログラムの提供は、病棟で行われていくものです。そのことの認識を各スタッフがきちんと持ち、委員会でやるんだから関係ない…等との意識を持つことのないように、各病棟室長からの指導・教育もよろしくお願いします。

· また病棟で展開されるプログラムについては、各室長も把握・熟知しておくことは責務であると、委員会では考えていますので、委員会の方針理解とともに、現場での（間接的？）指示・助言をお願いします。

9． 看護管理会議の開催意義について

· 課長より今までの会議の実施あり方について、会議開催の意義を理解していないのではないか？との指摘がありました。このことについて下記のような意見が各室長から出されました。

	氏名
	会議の必要性
	意見

	藤原主任
	必要
	病棟で生じている問題は、他の病棟でも共有され、検討していかなければならないことだと思うし、そういったことについて話し合っていく場であると思う。

	東主任
	必要
	議題などに対しての発言を出来ない自分達の管理に対しての意識の問題の低さがあり、これから改善をしていかなければならない所であると思う。

	摩尼副主任


	絶対必要
	情報共有だけに関してあれば、メールだけでもいいと思うが、この会議の場は自分の仕事に対しての視野や考え方を広げていく上で大切な機会となっている。これからはもう少し自分の意見を話していけるようにしなければならない。

	谷藤副主任


	必要
	自分が仕事に関しての情報を得る場としては必要であるが、こういうことを話していいのかな？と自分の中で引っ込み思案になっているところがあるので、今後は改善をしていかなければならない。なんでも意見が言い合える場にしていきたい。

	根市主任代行


	必要
	自分が今の立場で仕事をしていく上で、まだまだ分からないことがたくさんあり、いろいろ相談をしていきたいので、自分にとっては絶対必要。

	古里副主任


	必要
	みんなの意見と大体同じだが、自分も会議の中で意見を言えるようにしていきたい。

	佐藤主任


	必要
	本来この会議の意義というものは、各病棟における事業の進捗状況の確認の機会であるし、事業を展開している中で生じる管理問題を解決するための場であって、目標管理の修正を行う場であるとも考える。また看護課として方針確認も合わせて各室長間で行い、共通認識を持ち取り組んでいくための場であると言える。

現在その機能自体が、日々の業務に終われる形となっていて見えなくなってしまっていると言える。


· 以上のように各役職者とも看護管理会議の必要性は十分に認識できているようであるが、管理者としてのスキルの乏しさ等から、自分の考えを表現できなかったり、現在各フロアーで生じている諸々の問題を具体的に形として認識し、解決していくための姿勢が持てていない傾向が各役職者共通に見られている。今後は病院ならびに看護課としての方針・目標を達成していくために、各部門が担っている役割をしっかりと各自が認識し、取り組むような姿勢を持つことが、会議を活性化していくために必要なことだと考える。

